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地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

自己評価

実践状況

開所当初からの理念を守り今日までやってき
た。理念は、廊下に貼り出したり、運営推進会
議でも始めに伝えるなど、職員が意識する機会
を与えている。

実践状況

開設当初の理念である「穏やかに ゆっくり ゆつく
り」をぶれることなく継続し運営をしている。まず、

は、どんな時にも利用者の話を傾聴する事を
、日々のケアを振り返りながら、理念を共有

している。

次のステップに向けて 内ヽ容

(2) O事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している

前理事長の自宅横にあって、前理事長の付き
合いの中で事業運営が始まつている。新築移
転して10年が経過し、日常の散歩でも近所の
方から声をかけてもらえる等、高齢者のグルー
プホームとして認知されてきている。

事業所は住宅街の一角にあり、散歩での挨拶や
野菜の差入れなど、「向こう三軒両隣り」の付き合
いができている。また、地域の人を職員として雇用
し、福祉の心を育てながら、利用者が今迄通り暮ら
せるよう、共に支援に取り組んでいる。

3 0事業所の力を活かした地域貢献
~~~~~~

事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々
に向けて活かしている

障がい者自立支援の利用者に就労支援という
形で利用者の生活空間であるグループホームの
共有スヘ

°
―スの清掃等に来てもらつている。生活

される認知症高齢者との触合いを通して理解
や支援の方法をみてもらつている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

今年度の運営推進会議は、新型コロナウィルス感
染症拡大防止で開催を控えているため、直接
の話し合いはできていないが、2ヶ月おきに利
用者やサービスの実際を書面で示し、行政やご
家族に案内し意見等を聞くことにしている。

運営推進会議は利用者の暮らしを考えるための会
議であると捉えている。利用者と家族、行政担当
者、地域の住民代表、ポランティア等の参加を得
て運営情報を開示した上で意見交換をしている。
今年度は、新型コロナ感染予防の為、文書による
開催であるが、できる限り意見を求め取り組んでい
る。

(4) 0市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取り組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように取り
組んでいる

親族が遠方で独身で身寄りがなく生活保護を
受給される利用者は、市の生活保護担当者や
社会福祉協議会日常生活支援員と常に連携を
とり情報共有しながらサービスを行つている。運
営上疑間に思うことはすぐに市へ問い合わせ
や相談に行くこととしている。

生活保護受給者でもある身寄りのない利用者の医
療受診や転居先等について、支援方法を含めて、
市担当者と相談しながら協力関係の構築に努めて
いる。市からは、新型コロナの対策など、情報メー
ルの配信が逐次あり、見落ときないよう注意し運営
に活かしている。

6 (5) ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護
予防サービス指定基準における禁上の対象
となる具体的な行為」を正しく理解しており、
玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに
取り組んでいる

身体拘束適正化指針を示し、運営推進会議を
活用して委員会を開き協議することとしている。
新型コロナウィルスの件もあり今年は開催できてい
ないが書面で協議するなど理解に向けて取り
組みはしている。また、以前より玄関ドアは開
放し生活する利用者も自由に屋内を行き来し
生活されている。

身体拘束廃止委員会を、定期的に開催している。
指針の整備が義務化する以前から、拘束をしない
ケアを実践している。コロナ禍においては、委員会
開催が難しく、職員に資料を配布して、これまでの
実践を振り返り、改めて身体拘束及び弊害につい
て正しく学びながら、周知徹底を図っている。

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内での虐待が見通ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

高齢者虐待防止についてのテキストを備え勉
強できるようにしている。管理者も介護する職
員と一緒に働き、虐待が起きない勤務形態や
環境づくりに努めている。
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実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それらを
活用できるよう支援している

今現在、日常生活自立支援事業を活用して
生活されている利用者がいる。担当職員と随
時連携をとリサービスの提供をしている。

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解“納得を図つている

入所希望者や居宅介護支援事業所からの
紹介時には、当所に訪れ面談し共同生活が
可能かどうかの検討を双方でしながら勧めて
いる。契約の締結もすぐの締結ではなく、一

度持ち帰えり説明した内容を確認してもらい

署名捺印してもらつている。

10 (6) 0運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

今年は新型コロナウィルスの関係で、家族との面
談がしにくい状況ではあるが、通信やプロ

グ、請求時にも月の出来事等記載し生活の

様子など知らせ、意見や要望をいつでも聞け
るようにしている。また、個別の家族との連絡
時など随時間けるようにしている。

現在は、感染予防対策として、家族の面会も自
粛を要請している。利用者の様子は、毎月時系
列で分かり易く伝えている。プログでも利用者の
様子を発信し、閲覧方法を手ほどきすると共に、
連絡手段としても活用し要望や意見を聞いてい
る。年2回、写真入りで行事報告や職員紹介の
通信も家族に送付している。

11 (7) 0運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている 管理者である代表者や役員の1人も運営に

携わつており、職員の言う意見内容等も理解
し反映しながら運営している。

長年勤務していた数名の職員が退職し、入れ替
わりがあったが、法人代表兼管理者と役員が現
場に入り、職員の意見に耳を傾けながら、それ
らを運営に反映させている。有資格者である職
員も多く、それぞれの専門性を尊重しながら、風
通しの良い関係作りに努めている。

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持つて働
けるよう職場環境=条件の整備に努めている

管理者である代表者や役員の1人も運営に

携わつており、職員個々の勤務状況をそばで
見守り把握しながら、給与水準や処遇改善
に努めている。

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングして
いくことを進めている

利用者の支援にあたるには、学ぶといい各
種講習会や研修会が所属団体や行政から
案内がされるので、職員へ知らせ受講を支
援している。 __

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、
相互訪間等の活動を通じて、サービスの質を
向上させていく取り組みをしている

今年は新型コロナウィルスの関係で、交流し情報
交換することは差し控えているが、同じグ
ループホームの支部会等組織があり、定期
的な交流する仕組みはあるし取り組む気持
ちはある。
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サービスを導入する段階で、本人が困つてい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

自己評価

実践状況

見学の段階から、気持ちや思いを聞き、安心
した入所生活を送つてもらえるよう関係づくり
に努めている。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困つて
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

見学の段階から、家族や本人の気持ちや思
いを聞き、安心した入所生活に繋がるよう関
係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が

「その時』まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

見学の段階から、家族や本人の気持ちや思
いを聞き、陽だまりのようなグループホームで
の支援が適応するのかよく話を聞き見極め

を行つている。家族や本人の意向が当サービス
でないと分かれば、他機関の紹介も含めて
対応を行つている。

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築い
ている

職員は毎日の利用者の生活の場に入り、利
用者の営みを共に行う者として業務にあたる
よう心がけている。掃除の時散歩の時ドライプ
の時その時々に出る話題を共有し楽しむよう
にしている。

19 0本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、共
に本人を支えていく関係を築いている

管理者はじめケアマネや看護師は、体調面等
気になる時等は電話で家族に報告し理解を
得たり考えを聞いたりしながら、本人の支援
を得られるよう働きがけている。プログを見れ
ば日々の様子が分かるような仕組みを作り
関心を得られるようにしている。

20 (3) ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

今年は新型コロナウィルスの関係で、交流を控え
てもらつているが、生活の状況を知ってもらえ
るように通信を送付したり、プログで様子を知
らせ、関心を持つてもらえるような仕組みは
作っている。

例年は、利用者が馴染みの人に会えるよう工夫
したり、行きたい場所への外出支援、個別の外
出には家族の協力を得ていた。今年度は、新型
コロナ感染予防対策として、外出を避け、電話で
の対応やプログで利用者の様子を伝えるなどエ

夫している。職員は、コロナ収東後には、様々な
取り組みを再開できるよう、利用者の気持ちを
つないでいる。

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合
えるような支援に努めている

生活場所では、自由に行き来できるので、廊
下やトイレ待ち時、居間で過ごす時いつでも
会話し合え孤立なく過ごせている。時に喧嘩
となるような場面では、散歩やドライブ等気
分転換を図るように心がけている。
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22

回
２３

回
③

O関係を断ち切らない取組み

サービス利用 (契約)が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に
努めている

匹瓢獲孤騒団冠配回圏鵬圏
○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている.困難な場合は、本人本位
に検討している

ケアマネは、利用者の移り住むことのダメープを
最小限にするため、本人の状況や習慣、好
みやこれまでのケアの工夫等知らせ、暮らし
方の継続性に配慮するよう努めている。

職員は、毎日の生活に関り、発せられた言葉
(会話)から、思いをくみ取るようにしている。
また、記録し職員間で共有している。食事の
好みも把握し、食べれる物に変えて提供する
等、楽しく美味しく食べてもらえる工夫もして
いる。

職員との相性も配慮しながら、利用者の話を傾
聴することを第一とし、その先にある思いや意向
を汲み取っている。職員は自然体で支援するこ
とを心掛け、利用者が一人ている時の様子、集
団で過ごしている時の様子など、色々な場面で
観察力と推測力を持つて利用者の意向を把握
し、その情報を職員間で共有している。

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

入所時のセンター方式(家族版)にて、本人のこ

れまでの生活や好み、性格等把握すると共
に、家族の思いも聞き、本人らしく生活しても
らえるように取り組んでいる。

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

その人の生活の様子から、したい事したくな
い事を聞いたり見たりして把握している。生
活上の作業で縫物や、お品書きを書いたり、
皆でやる体操の進行係り等、総合的に見て

得意な事をやつてもらうようにしている。

26 (10) ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と

話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

ケアマネは、本人の生活がよりよく暮らしていた
だけるよう、本人や家族からの情報をインテイク
からアセスメントまで通して把握しフ

°
ラン作成にあ

たっている。ケア会議や個々の担当職員とのモ
ニタリングを通して現状に沿うプランになるよう見
直しも行つている。

介護計画は、家族からの意見や要望を聞き、介
護記録をもとに、職員と関係者の意見を検討し
作成している。また、現場の業務を兼ねたケア
マネジャーは、個々の状態を詳細に把握し、現
状に即した介護計画作りを行つている。

介護計画作成会議には、できる限り家
族と日程調整を行い、家族が参加する
中で意向を確認しながら、介護計画を
作成する体制作りに期待したい。

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきやエ

夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

介護職員は、利用者へのケア時に気づくこと
は経過記録に記録し、職員間での情報共有
に努めている。ケアマネは、記録をもとに個々
の担当職員ともアセスメントをしながら計画の見
直しをしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
二一ズに対応して、既存のサービスに捉われ
ない、柔軟な支援やサービスの多機能化に
取り組んでいる

本人や家族の状況に応じて、緊急性の受診
等個別に支援している。本人の好む化粧品
の不足の購入等家族に代わり購入し支援し
ている。新型コロナの件もあり出張美容師に依
頼するなど家族に代わり整髪も当方で行つ
た。
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実践状況 1 次のステ」ィプに■けて望待し上登内容
29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援
している

新型コロナウィルスの関係で、以前行えていた地
域の方の交流を控えてもらつている。今年に
入り地域の派出所の駐在員の方が定期的に
巡視に来てくださり気にかけてくださつてい
る。

30 (11) Oかかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関
係を築きながら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

かかりつけ医は入所前からの主治医である
ことが多い。本人や家族の希望に従い受診
の支援をしている。受診時には医師へ本人
の日頃の情報を手紙で知らせるなど、適切な
医療を受けられるよう支援している。

遠方の家族や身寄りのない利用者の受診は、
職員間で協力しながら、家族に代わって支援し
ている。職員として看護師、准看護師の配置が
あり、医師と連携しながら、利用者の体調管理
を適切に行い、支援に取り組んでいる。

31 0看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職や訪間看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している

生活の支援にあたる職員の中には、看護師
や准看護師の資格保持者もいる。職員全員
で情報共有しながら業務にあたつており、適
切な受診に繋がるよう支援している。

32 0入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、又、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。あるいは、そうした場合に備えて病院
関係者との関係づくりを行つている

現ケアマネは、居宅のケアマネの業務に長く携
わっていた経験があり、地域の医療介護業
界各関係機関との連絡が取りやすいので、
利用者の入院退院でもより良い支援ができ
るよう関係づくりができている。

33 (12) O重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しながら
方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

入所時は、重要事項説明書で重度化時の当
所の対応を説明し書面での意思確認をして
いる。身体的変化や生活の変化がみられる
時等は、家族に状況説明するのと当所の現
在の介護力等も検討しながら重度化の話し

合いをするようにしている。

契約時に、重度化や終末期について、事業所の

指針を説明し同意を得ている。利用者の状態変
化があつた場合は、家族と関係者で、早い段階
から話し合いを行つている。重度化から終末期
まで、看護師と職員が一九となつて、出来る限り
の支援を行つている。

34 ※ O急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

事故発生時や急変時に対応するマニュアルを備
えている。日中は管理者や看護師も勤務し
急変時等の対応をしている。看護師等は日
頃の変化を見過ごさず急変が起きないよう見
ている。夜勤者へ注意事項を申送り危険なく
過ごせるようにしている。

35 (13) ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

災害時のマニュアルを整備している。火災の対
応方法は警報機傍に貼出し確認しやすくして
いる。年2回の避難訓練の他、市の総合防災
訓練時に情報伝達訓練やシェイクアウト訓練も
行っている。避難訓練時は消防設備の取扱
いを業者から聞き学んでいる。

昨年、垂直避難訓練を実施し、利用者の行動や

体力等の確認ができている。年2回の定期訓練
に留まることなく、繰り返しの訓練の必要性を認

識し、取り組みを進めている。事業所の隣りは
前理事長宅であり、近隣に住む職員も多く、夜
間帯も迅速に駆けつけることができる体制にあ
る。                    _____
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項  目

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

自己評価

実践状況

一人ひとりを尊重できるよう、個別によく話を
聞き、本人の思いをくみ取りながら生活の支
援にあたつている。本人の誇りやフ

°
ライハ

・
シーを

損ねないように職員は心がけている。

実践状況 次のステップに 内ヽ

就労移行支援事業の移行生による清掃作業
は、利用者と向き合う職員にとつても、障がい者
のペースと仕事振り等は学ぶべき姿勢であり、
職員教育にもなつている。利用者一人ひとりの
人格を尊重し、思いや意向を可能な限り実現で
きるよう、話し合いながら実践している。

37 O利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

生活する中で、「外へ出かけたい。折り紙が

欲しい。バンが食べたい。」等の個々の思い

を聞きとり、可能な日は、その日の活動や食
生活等に取り入れている。日中の飲み物も
好む物を聞きながら提供している。

38 0日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を
どのように過ごしたいか、希望にそつて支援し
ている

ホームでの基本的な生活の流れはあるもの
の、その方の体調や思いを尊重して過ごして
もらつているし、利用者の思いを優先するよう
|=心がけている。

39 ○身だしなみやおしやれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している

起床時等は、本人の着たい物を自ら選んで
着てみえる。また、それぞれのこだわりを大
切にし介助が必要な方でも思いを聞きながら
一緒に身だしなみを整えている。

40 (15) O できる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

食事作りは職員が携わっているが、季節の
食物である節分や彼岸等に食す、太巻きを
作るや丸めたごはんにあんこ等をつける等、
自分の食す分の工程を担つてもらい食べるこ
ともある。時には、盛付けや配膳、後片づけ
をしてらうこともある。

管理者は調理師資格を持ち、旬の食材が安価
な時には調理方法を工夫して、季節感ある食事
提供に努めている。食事は開設以来、職員が手
作りし、利用者も出来る事で役割を持つて関わり
ながら、一緒に同じ物を食している。献立を家族
に送り、ブログで写真も紹介している。

41 0栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

個々の体重変動を毎月記録し管理ている。
水分補給も食事時おやつ等の中間時の他、
掃除後や散歩や入浴後等摂取してもらうよう
に支援している。水分量や食事量も記録し常
に体調を見ている。

42 O口腔内の清潔保持
日の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの日腔状態や本人の力に応じ
た日腔ケアをしている

月1回協力歯科医や衛生士が口腔内の点検
清掃をしている。職員は助言に沿い利用者
が食後の歯磨きや口腔内の清潔に努めても
らえるよう見守り、不足時は職員が代わつて
義歯洗浄をしている。

6/8 NPO法人び―すけつと



岐阜県 グループホーム 陽だまり
自

己

外

部 項  目
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
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43 (16) 0排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして、
トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支援を
行つている

職員は、時間やその人の排泄自立度を把握
し、職員間で共有しながら、必要な方への声
かけをしている。紙ハ

°
ンツやパットを使用され

ている方もいるが全員がトイレでの排泄ができ
るよう支援している。

職員は、利用者の排泄パターンを把握している
が、先回りして声掛けするのではなく、しぐさや
表情をキャッチした上で、トイレヘ誘導するな
ど、利用者自らの排泄感覚を保てるよう支援し
ている。立位保持が難しい利用者については、
職員間で保持姿勢の介助のコツを伝授し合つて
いる。

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

日頃から、地元で採れた野菜等を使い植物
性繊維が豊富にとれる食事作りに心がけて
いる。できるだけ散歩や体操等身体を動かし
たり、水分摂取を勧め自然な排便を促すよう
心がけている。

45 (17) ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援
をしている

入浴日(曜日)は決まつているが、本人の希望
や体調等の様子を見ながら午前か午後かに
入ってもらうよう支援している。一度は入浴を
希望しなくても、日中の様子を見ながら再度
声かける等希望にそって気持ちよく入浴して
もらえるよう支援している。

入浴日は週2回としているが、利用者の希望を
聞き柔軟に対応している。利用者の状態に合わ
せて、見守りや2人介助等、コミュニケーションを
図りながら、個浴でゆつくり入浴を楽しめるよう
支援している。手すり設置も予定している。

46 0安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している

その日の体調や気持ちに寄り添い日中は活
動し夜間は眠るという生活リス

・ムが整えれるよ
う職員は働きがけを行っている。気分転換を
図りよく眠れるよう、日中は散歩やドライプ等
取り入れている。

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

職員が薬を用意し易く一包化、日付や名前、
朝食後等の記入を薬局に依頼している。薬
棚には利用者毎の服薬内容を一覧で貼出し
確認している。受診時は日頃の様子を医師
に渡し治療や服薬調整に繋げている。

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

今年は新型コロナウィルスの関係で出かける行
事を控えているが、それでも人が多くいない
自然のある所ヘドライブに行ったり、食事は
外食でなくお取り寄せ等して楽しく食べる機
会を作り楽しめる工夫をしている。

49 (18) 0日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそつて、戸外に

出かけられるよう支援に努めている。又、普
段は行けないような場所でも、本人の希望を
把握し、家族や地域の人々と協力しながら出
かけられるように支援している

今年は新型コロナウイルスの関係で出かける事を
控えているが、それでもドライブに行つたり、
散歩に出たりして、コロナ禍のなかでも外出等
の希望を聞くようにしている。

従来は季節の花見や森林浴等、全員で外出す
る機会を多く設けていたが、現在は、新型コロナ
感染予防対策として、それらを控え、近隣の散
歩を数人に分けて行う等で、気分転換を図つて
いる。ドライブも三密を避け、室内でのレクリ
エーションや作品作りを充実させている。
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次のステップに向けて期待したい内容

50 ○お金の所持 支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

共同生活上「盗られた」等の混乱をまねかな
いよう原則現金所持はしない事としている。
買物を希望される時は当所で立替え後国家
族へ請求している。それにより本人は安心し
て買物ができている。

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

電話したいとの申し出時は、どの職員も応じ
て取次している。認知症の進行で不穏な方
は、職員が話をよく聞き、落ち着いてから電
話に繋げる等配慮している。年賀状等家族
等への手紙の作成も支援している。

52 (19) O居心地のよい共用空間づくり
共用の空間 (玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等)が、利用者にとつて不快や混
乱をまねくような刺激(音、光、色、広さ、温度
など)がないように配慮し、生活感や季節感を
採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

利用者の生活空間は、ハ
・
リアフリーで段差はな

く、いたるところに手すりを取り付けており、
足腰にある程度の低下がみられる方でも生
活しやすくしている。居間の横に浴室台所が
あり、分りやすく行き来しやすくなつている。ま
た、自室やトイレ等へも居間から直ぐのところ
にあり、気軽に行けるようになつている。

今年度は、共用の間に入ることを控え、廊下か
ら中を観て状況を確認している。食堂兼居間
は、地域ボランティアとの交流やレクリエーショ
ンの場でもある。定期的に座布団カバーを洗
い、掃1・象の行き届いた清潔な空間の窓からは、
住民の声が聴こえ、生活感を感じられる穏やか
な空間となつている。

53 O共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合つ

た利用者同士で思い思いに過ごせるような居

場所の工夫をしている

建物が小規模なので、共有スヘ
°
一スの居間を

仕切る等は不可であるが、利用者の居室は
居間のそばにあるため、自室へ休みに行き
たい時は、自由に行くことができる環境であ
る。

54 (20) ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

入所時は、本人の使用していたタンスや寝具
等馴染みの物を持ち込まれている。また、家
族の写真、夫や息子の仏壇まで、個々に思
い入れのある物を持ってみえて生活されてい

る。また、自分の作品や折り紙等、切り花等
植物を飾られてみえる方もある。

居室への入室も控え、廊下から中の様子を確認
している。利用者が自分の居室を確認できるよ
う、名前は、大きな文字で表示している。居心地
良く生活できるよう、家族の写真や季節の花を
飾り、配置はできるだけ変えないようにしてい
る。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立
した生活が送れるように工夫している

建物が小規模なので、職員は生活される利
用者のそばで寄り添い場所が分らず困てい

る利用者へはすぐ支援ができる環境である。
トイレ等の場所には大きく表示しわかりやすく
して一人でも行ける工夫をしている。
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2日標達成計画 作成日:令和  2年   12月  3日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに次のステップヘ向けて取り組む目標を職員―同で話し合いながら作成します。
日標が一つも無かつたり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取
り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】

優先
順位

目
号

項
番

現状における問題点、課題 目 標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

12 か月26

介護計画作成会議には、できる限り家族と日程
調整を行い、家族が参加する中で意向を確認し
ながら、介護計画を作成する体制作りに期待し
たい。

家族とのつながりを持てるようにする。

・家族を交えた担当者会議を少なくとも年に1

回ひらくことを目指す
・出来れば半年に一日程度、通信を出したい

(施設での生活の様子等知つてもらうため )

2 か 月

3 か 月

4 か 月

5 か 月

1 こついて て い 。

注2)項 目数やセルの幅が足りない場合は、行を挿入してください。
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